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作
物
の
成
長
楽
し
み
な
の
よ

「
朝
、
明
る
く
な
っ
た
ら
農
作
業
」
と
話
す

木
田
　
テ
イ
子
さ
ん

電
話
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六
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二
六
八
一
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字
細
田
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おんな劇場

「毎日ね、明るくなったらもう、農作業。あの震災と原発事故後は売れず、つらかった
けど、今はなんとか頑張っていますよ」と、明るく続ける木田さん

「
朝
、
明
る
く
な
っ
た
ら
農
作
業
だ
ね
。
何

時
（
い
つ
）
と
は
言
わ
ず
、
と
に
か
く
明
る
く

な
っ
た
ら
だ
よ
ね
。
で
も
、
あ
の
原
発
事
故
で

野
菜
が
売
れ
な
く
な
っ
た
時
は
つ
ら
か
っ
た
。

三
人
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
し
ネ
ェ
ー
」

十
年
前
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
混
乱
期
を

振
り
返
り
つ
つ
、
自
ら
の
農
業
・
商
品
づ
く
り

に
つ
い
て
語
る
、
木
田
テ
イ
子
さ
ん
（
七
二
）。

田
人
町
旅
人
の
農
家
に
生
ま
れ
、
二
十
三
歳
で

増
男
さ
ん
（
八
一
）
と
結
婚
。
二
人
三
脚
で
農

事
に
精
を
出
す
傍
ら
、
独
自
の
方
法
で
イ
チ
ゴ

栽
培
な
ど
に
も
挑
戦
を
続
け
る
。

土
壌
改
良
、
連
作
障
害
対
策
や
病
気
予
防
に

効
果
的
と
言
わ
れ
る
、
市
内
で
唯
一
の
竹
パ
ウ

ダ
ー
を
利
用
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
ブ
ラ

ン
ド
イ
チ
ゴ
「
い
わ
き
の
女
王
」
だ
。
サ
イ
ズ

も
大
き
く
、
糖
度
は
一
八
・
六
度
を
記
録
し
、

メ
ロ
ン
の
甘
さ
に
匹
敵
す
る
商
品
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
味
、
コ
ク
と
も
上
品
な
「
女
王
」
は
、

評
判
を
呼
び
、
銀
座
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

や
京
都
の
老
舗
料
亭
な
ど
市
外
の
有
名
店
か
ら

も
注
文
が
相
次
い
だ
。
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1949年7月7日生まれ。田人町旅人
出身。朗らかな人柄の木田さん、開口一番、
「山の農家から浜の農家に来ちゃったの
よ」。「イチゴは、12月から5月まで栽培中。
直売所などで販売します」と、ＰＲ。「経営は、
とんとん。でも、３人の子どもたちは全員大
学を卒業させました」。得意な料理は、「“産
直”の野菜と、ジャガイモの煮物」。ＡＢ型

きだ・ていこ
プロフィル

震災、原発事故後は
とてもつらかった

「
若
い
時
は
留
学
も
し
ま
し
た
」

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

■お知らせ＝このコーナーでは、自ら選んだ仕事に、
あるいはその人生においてひた向きに励み、努めてい
る女性を紹介しています。情報をお寄せください。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
で
す
。

木
田
さ
ん
は
農
家
で
育
っ
た
こ
と
で
、
農
業

に
は
関
心
が
深
く
、
結
婚
前
は
国
内
留
学
で
関

連
知
識
を
学
ん
で
い
る
。「
愛
知
県
へ
行
き
、

一
年
間
、
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
し
て
き
ま

し
た
。
当
時
は
シ
ク
ラ
メ
ン
が
人
気
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
研
究
も
し
て
き
た
ん
で
す
」
と
、
研

修
時
代
を
懐
か
し
む
。

こ
う
し
た
勉
強
熱
心
、
前
向
き
な
姿
勢
が
認

め
ら
れ
、
現
在
は
県
女
性
農
業
委
員
会
協
議
会

の
副
会
長
、
市
の
農
業
委
員
も
務
め
、
普
及
活

動
に
も
汗
を
流
し
て
い
る
。

農
業
は
通
年
の
仕
事
。
木
田
さ
ん
宅
で
も
春

の
田
植
え
（
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
始
ま
り
、
夏

を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
イ
ン
ゲ
ン

な
ど
の
ほ
か
、「
女
王
」
と
同
様
に
人
気
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
「
白

馬
王
子
」
も
市
場
に
出

荷
す
る
。
粒
は
真
っ
白

で
、
糖
度
（
一
九
度
）
は

も
ち
ろ
ん
、
味
も
フ
ル
ー

ツ
的
。「
白
馬
」
は
今
が

盛
り
だ
が
、
併
せ
て
人
気

な
の
が
「
フ
ル
ー
ツ
ト
マ

ト
」。自

宅
に
は
直
売
所
を

設
け
、
今
が
旬
の
「
白
馬
」
を
は
じ
め
、
各
種

の
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
で
お
り
、
近
隣
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
二
十
年

前
に
「
女
王
」、
十
五
年
前
か
ら
「
白
馬
」
を

世
に
送
り
出
し
た
き
っ
か
け
は
、
有
機
栽
培
の

指
導
を
受
け
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
一
連
の
ユ

ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
彼
女
の
考
案
だ
。

ま
た
、
公
的
な
団
体
の
委
員
も
務
め
て
い
る

こ
と
か
ら
関
連
の
会
議
へ
の
出
席
の
ほ
か
、
遊

休
地
の
視
察
な
ど
も
行

い
、「
私
、
結
構
、
忙
し

い
ん
で
す
よ
。
会
議
に
出

た
り
、
あ
ち
こ
ち
回
っ
た

り
。
で
も
ね
、
こ
う
し
た

機
会
は
疲
れ
る
け
ど
、
み

ん
な
と
意
見
交
換
で
き
る

か
ら
う
れ
し
い
ん
で
す

よ
」。

張
り
切
り
す
ぎ
に
よ
る
日
々
の
疲
労
か
ら
二

年
前
の
春
に
は
脳
出
血
で
倒
れ
、
入
院
も
経
験

し
た
が
、「
今
は
ね
、
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
の
つ
も

り
で
頑
張
っ
て
ま
す
」
と
、
笑
う
。

そ
ん
な
木
田
さ
ん
は
、「
あ
の
震
災
、
原
発

事
故
以
後
は
、
都
内
や
京
都
か
ら
『
女
王
』
の

注
文
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
残
念
で
す
。
そ
れ

に
し
て
も
、
五
輪
、
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
を
含
め
、
最

近
の
日
本
の
政
治
は
な
に
か
お
か
し
い
」
と
、

現
況
に
表
情
を
曇
ら
せ
た
も
の
の
、「
農
業
は

ね
、
作
物
の
成
長
が
楽
し
み
な
の
。
直
売
所
で

の
お
客
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
も
楽
し
い
し
ね
」

と
、
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
語
っ
て
い
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ
ン
グ


